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プィサンキ教室　　　2022年10月28日（金）

　ウクライナのキーウ出身のテチャーナ・ソロツカ
さんによるプィサンキ教室を取材しました。KIFA で
は 2013 年と 2015 年にも教室が開かれています。
　プィサンキとは、キリスト教より昔の太陽信仰の
時代からウクライナで作られている、卵の殻にろう
けつ染めをした手工芸です。動物、鳥、幾何学の模
様や各色に意味があり、祈りを込めて作られたプィ
サンキは、家族や友人と交換したり、作物の豊作や
子どもの成長などを願って飾られるそうです。
　この日は３回連続教室の最終日、受講生 15 名とボ
ランティア 4 名、講師のソロツカさんを交えて、開
始前から楽しそうな会話が聞こえました。
　まず卵の殻に、分割線、枝葉、鳥を鉛筆で下書き
するのですが、球体に真っ直ぐ線を引くのさえ難し
そうです。次に、蜜ろうの入った専用のペンを使い、
ろうそくの火でろうを溶かしながら、白く残したい
部分をなぞります。蜜ろうの溶け具合や書き方で線
の太さが変わり、あちこちで悪戦苦闘している姿が

目立ちました。
　染料の入った瓶が机の上に並べてあり、ボランティ
アも手伝いながら、各自で卵をまず薄い色に漬けて
染めます。そして薄い色に残したい部分を蜜ろうで
塗りつぶし、次は濃い色に漬けて、という繰り返しで、
最後は黒い染料で真っ黒い卵になりました。
　仕上げに卵をろうそくの火であぶり、ティッシュ
で蜜ろうを拭き取ると、なんとカラフルな絵が浮き
出てくるのです。そのワクワクする瞬間がプィサン
キ作りの醍

だ い

醐
ご

味
み

のようです。
　講師のソロツカさんは、冗談で皆を笑わせながら
楽しく教えており、皆の個性的な作品がそろった後、

「ウクライナへの支援をいつもありがとうございま
す。」と頭を下げながらおっしゃいました。
　「プィサンキの模様の意味まで教えてもらい、日本
の御守りと似ていると知って、自分の心にもよかっ
た」と受講生。ウクライナがとても身近に感じた 2
時間でした。
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● 午前の部 ●
　毎年秋に行っていた「こだいら国際交流フェスティバ
ル」に代わり、今年は外国人とKIFAの会員が一緒に遊
んだり交流する「2022KIFAのつどい」が開催されました。
　午前は、理事長の開会あいさつに続き、東京小平ロー
タリークラブと東京小平ライオンズクラブに感謝状の贈
呈がありました。日本語会話教室等で使用しているホワ
イトボードやいすを一新していただいたことに対するも
のです。贈呈式の後、両クラブの会長からごあいさつが
あり、「よりよい地域づくりに貢献していきたい」「今後
も奉仕の気持ちを持って活動していく」とのお言葉があ
りました。KIFAとしても、このような団体のご支援に

応えて、小平市
の多文化共生活
動を充実させて
いきます。
　贈呈式に続い
ては、「外国人
の在留資格の現
状と基礎知識」
と題し、KIFA
理事でもある行
政書士の長澤雄

● 午後の部 ●
　午後 1時から 3時までは、KIFA Friendship Day とい
うことで、各ボランティアグループが工夫を凝らしたブー
スが並びました。
　ロビーからは綿菓子の甘い匂いが漂い、色とりどりの
ヨーヨー風船がお祭り気分を盛り上げていました。翻訳・
通訳ボランティアの声掛けで、外国人のファミリーも引
き込まれていきます。
　国際理解講座グループによる書道体験は、自分で一作
品書き上げるようになっており、その横では風呂敷の包
み方を教えています。災害時対応チームによる防災クイ
ズでは、番号札を上げて楽しみながら、防災知識を得ら
れました。

　2階の和室で
奏でられる琴
の音色は心地
よく響き、爪
を付け弦を弾
く貴重な体験
は若い女性に
人 気 で し た。
日本語会話教
室 ( 土曜日 ) の

二郎講師による講演会がありま
した。在留資格（ビザ）という
と日本人には身近な問題ではな
いかも知れませんが、外国人に
とっては切実な問題です。行政
書士には、ビザの変更、永住や
帰化の申請、家族の問題など、
いろいろな相談が寄せられるそ
うです。そのようなビザにかか
わる様々な問題について、資料
と共にパワーポイントを用い、
具体的に説明がありました。
　小平市の在留外国人は、現在は約 5000 人ですが、留
学生の割合が多いのが特徴となっています。留学生には
『資格外活動』で週 28時間以内のアルバイトが認められ
ていることなど、ビザに対する規制は複雑なようです。
困ったときには、やはり専門家にお聞きするほかなさそ
うです。
　日本は超高齢社会で、人口も減少していく中、外国人
の受け入れをどう制度化していくのかは重要な問題です。
外国人の受け入れと共生は車の両輪と、国の方でも法改
正が進められているようですが、どのような内容になる
のか注目していきたいものです。

ボランティアが、コロナ前
からあたためていた企画だ
そうです。
　世界の料理グループの
ゆで饅頭売り場を通って行
くと、こども日本語教室グ
ループによる折り紙やけん
だま、昔遊びのコーナーが
ありました。交流イベント
グループによる割りばし鉄
砲作りは、手順が分かりや
すいように何枚もの写真を用意し、出来たら的当てで実
際に試せるという充実ぶり。3人の男の子が教えてもら
いながら、真剣に割りばし鉄砲を作っていました。
　そして 3階には、生活情報提供チーム主催の多文化カ
フェが設けられ、多国籍の人が談話している様子が見ら
れました。
　閉会の時間になると、ナイジェリア出身のフェミさん
が音頭をとり、皆で輪になりダンスで締めくくりです。
前に出て踊る息子のアキンくんのステップの軽やかさに、
歓声が湧きました。
　多くの人々の支援のおかげで、小平に暮らす外国人が
地域とつながる楽しい「KIFAのつどい」となりました。

2022 2022 KIFAKIFA のの つどいつどい 〜 KIFA Friendship Day 2022 〜〜 KIFA Friendship Day 2022 〜
2022年11月27日（日）

行政書士の長澤雄二郎さん



　秋に開講されている「多文化理解講座 in English」が始まったのは 2015 年です。毎回 3
か国の外国人講師がそれぞれの国の紹介を英語で行います。今年は 8回目でした。

● 10 月 1 日　インドネシア　中原サリさん
　日本在住 13年、英語教師歴 23年のベテランで、現在はインドネシア語も教えています。
　インドネシアは人口 2億 4千万（世界 4位）で島しょ国家としては世界一の面積を持つ
大国ですが、国家として独立したのは第 2次世界大戦後の 1945 年です。
　古代にはボロブドゥール遺跡で有名なヒンドゥー王国や仏教王国が栄え、イスラム化とオ
ランダによる植民地化を経て、大戦中は日本領となり独立します。その後数年続いた独立
戦争に残留日本兵が参加した歴史もあります。
　1000を超える民族、700 以上の言語が共存しています。イスラムが多数派ですが、伝統
宗教も残されており、最後は、ご主人の中原勇一さんの専門でもある「バリ島のスピリチュ
アルな世界」の話で盛り上がりました。

● 10 月 8 日　モンゴル　エンフーアムガラン・エルベジャルガル（エベ）さん
　エベさんは、モンゴルの中央銀行に勤めていたエコノミストの女性です。現在一橋大学
修士課程に留学中。
　モンゴルは日本の 4倍の広さの国土に 330 万人が暮らす国です。現代では人口の大半は
都会に集まっていますが、広大な草原には、ゲルと呼ばれる移動式住居で遊牧生活を営む
人々がいます。エベさんも、家族のゲルを訪れると、とてもくつろげるそうです。
　そんな遊牧生活から生まれたモンゴルの長唄は、一つの言葉を独特の節回しで延々と歌
い上げる伝統歌謡ですが、なぜか日本人の郷愁をかきたてます。
　ジンギスカンの大帝国の歴史を持ち、人口の 95％がモンゴル語を話すモンゴル人の国で
すが、エベさんの話ぶりからは、急速に発展する国の若いエネルギーを感じました。

● 10 月 15 日　メキシコ　エドガル・バジェステロスさん
　エドガルさんは日本 3年目、メカトロニクスのエンジニアです。ここ2年間は小平をベー
スにスペイン語を教えていて、今年度はKIFAスペイン語教室の講師もしています。
　メキシコの人口は日本とほぼ同じで国土は 5倍、首都や主要都市は高度 2600メートルの
高地にあります。
　旅行好きの青年らしく、カラフルな写真のプレゼンテーションで、有名なピラミッドだけ
でなく、メキシコの観光地や食べ物、野生動物を紹介。チワワがメキシコ原産の犬だとか、
アボカドやカボチャが名産品であることなど、親しみを感じる話が多かったです。
　「日本の食べ物はおいしいけど、納豆だけでなくこんにゃくもNG」というはなしには、
皆大笑いでした。
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朝から120 個作りました フィナーレのアフリカダンス 風呂敷のつつみ方を教わりました



ですが、次第に自分が勤める学校の留学生から就職相談も
受けるようになりました。相談を受けるようになって気づ
いたことは、外国人が日本で就職するにはいくつものハー
ドルがあるということです。日本語の壁はもちろんですが、
日本語が上手な留学生でも、就職活動の中で「外国人は
ちょっと…」と企業から言われたり、「自己主張が強そう」
「すぐに辞めてしまうのでは」と企業から心配されたりし
て、優秀なのに就職先が決まらず国に帰っていく留学生が
何人もいました。せっかく夢を持って日本に来てくれたの
に、「日本に私の居場所はありません」と、がっかりして
帰国していく留学生を見て、日本企業と留学生の相互理解
を深め、両者をつなぐ仕事がしたいと考えました。2011
年に留学生専門の就職支援会社を起業し、日本企業に留学
生を紹介する仕事を日々行っています。
　海外で生活するには、安心できる「居場所」が必要だと
思います。その人の存在を承認してくれる居場所です。職
場でも学校でも家庭でも仲間でもいいのです。一人一人が
そんな「居場所」を持てる社会が、多文化共生社会なのか
な、と思っています。

　私の KIFA との出会いは、20 年近
く前にさかのぼります。当時私は、
駆け出しの日本語教師でした。日本
語学校で留学生に日本語を教え始め
たばかりで、まだ実践が足りず、もっ
と上手に教えられるようになりたく
て KIFA の日本語教室のボランティ
アに応募したのです。そこで、小平

に住む外国人の方々と出会い、日本での生活に日本語力の
向上が大きな役割を果たしていることを目の当たりにしま
した。日本語が話せるようになることで、ママ友ができて
子育てが孤独ではなくなったママもいましたし、日本人の
配偶者との関係性が対等になった方もいました。
　こうして、日本語教師の仕事が大好きになっていったの

つのグループに分か
れておしゃべりをし
ました。それぞれが、
普段の生活で困って
いることや話したい
ことをざっくばらん
に話していました。
例えば、保育園の入
園申請をして結果を待っていること、子どもの言語習得に
まつわる話、住んでいる地域の学区や通っている小中学校
について、また普段遊びにいく小平近辺の公園などの話が
展開されました。
　取材日は、ちょうどハロウィンということもあり、参加
者にお菓子が配られました。子ども達は早速お菓子を食べ
ながら、時折ボランティアに見守られ、のんびりとしたひ
と時を過ごしていました。
　途中、KIFA事務局から、子どもの絵本の読み聞かせの
動画サイト (rainbow-ehon.com) の紹介がありました。この
サイトでは、あらゆる言語で日本の物語が見られ、子ども
も大人も楽しく学べるようになっています。
　保育ボランティアは、開始前は人が集まるか不安でした
が、にぎやかな会となり、安心したとのことでした。今後
も茶話会を開催し、参加者同士の横のつながりが広がるよ
う期待しています。

　保育ボランティア主催の茶話会が 10 月 29 日と 31 日の
2回開催されました。
　KIFAは、日本語会話教室を週４回開講しています。そ
のうち月曜と土曜日の午前中は保育サービスがあり、受講
生はレッスンを受けている間に、子どもたち（主に乳幼児
から小学校低学年まで）を保育ボランティアに預けて、安
心して日本語を学ぶことができます。これは小平市内では
唯一の保育付き日本語会話教室のプログラムです。
　この茶話会は、教室がおわったあと 1時間ほど行われ、

受講生 7人とその
子どもたち 4 人、
そして保育ボラン
ティア 8名が 1階
の会議室へ集まり
ました。
　嬉しいことに、
予想以上の人数が
集まったため、4

編 集 後 記

　世界に目を向けると、パキスタンの国土の三分の一
が水没したなど豪雨による水害、一方では干ばつの被
害などが報道されています。温暖化を少しでも食い止
めるには、これから 10 年が勝負。一人一人の力はわ
ずかですが、常に温暖化阻止を頭の片隅に置いて、日
常生活を送りたいと思います。� （Y.Y）

日本語ではなそう日本語ではなそう
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取材日：10月 31日（月）
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一人一人が安心できる
 　　　　 「居場所」を持てる社会に
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